
東京都出身。環境アセス・コンサルの会社で、野生生物調査に７
年間従事。渡米し、環境学の修士号取得後、ニューヨークの動物
園でインターン後帰国。次はアフリカの国立公園などで環境教育隊
員として活動。東日本大震災後は気仙沼市へ一時移住。その頃か
ら身近に出てくるカモシカに興味を持ち、昨秋からは南三陸町内に
センサーカメラを仕掛けて、野生生物の生活を覗き見中。

南三陸で、出会うことがあるカモシカ、ニホンジカ・・。彼らが、私
の知らないところでどのように生活をしているのか知りたくなりました。
町内の方にお願いして、２０１９年９月末から数カ所にセンサーカメラ
を仕掛けさせていただき、映った動物を確認しています。
これまでに、映った哺乳類は、カモシカ、ニホンジカ、イノシシ、タヌキ、
ノウサギ、キツネ、アナグマ（多分）。
場所によっても、季節によっても（そしてカメラの仕掛け方によっても）
映る種類も頻度も異なりますが、これまで自分の目で見たことがなかっ
た彼らの行動を少しだけ知ることができています。
これらの映像を皆さんにも見ていただければと思います。
気仙沼に住み始めたころ、奥山にひっそりと暮らしていると思っていた
カモシカが、私の家の庭先に頻繁に現れることに驚きました。
少し調べてみると、どうやらカモシカもニホンジカも１９９０年ごろまで、
南三陸では、あまり見かけることがなかったようです。
なぜだろう？人間の生活の変化もそれに影響しているのではないか？そ
して、今後も人間の生活の変化によって変化するのではないか？
そんなことも考えたり、調べたりしながら、彼らの生活を長期的に知っ
ていければと思っています。
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